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 夏本番を迎え疲れが溜まりやすい時期となりましたが、職員の皆様は日々

の勤務に忙しい毎日をお過ごしのことと思います。去る６月２７日、２８日

に皆様の協力のお蔭をもちまして病院機能評価 3rdG：Ver.1.1 の受審が無

事終わりました。また、先日は中間的な結果が報告され、「補充的な審査」を

必要としないいわゆる「合格」を頂きました。各領域の評価判定結果は概ね

良好でしたが、いくつかの項目で B 評価（一定の水準に達している）を認め

ており、今後の質改善の優先項目としたいと思っています。 

 今回、病院機能評価の更新受審に当たっては、何を目的に受審するのかについて、かなり以前より思いを巡らせており

ました。５年前の初回受審時には、病院機能評価という初めての本格的な第三者評価であるという緊張感、電子カルテ導

入前であり紙ベースの大量の書類作成をしなくてはならない負担感、求められる標準的な医療機能に対する知識不足など

があり、準備段階で一部の職員に負担が集中してしまう結果となりました。今回は、審査方法も変わりケアプロセス重視

となったことから、当院の理念の一つである多職種協働のチーム医療をアピールできる良い機会であり、各部署の現場の

皆さんが参加しての受審にしたいと思っておりました。私自身、ケアプロセスの代表症例を経時的に深く考察する過程で

関わって下さった様々な職種との連携の仕方を改めて見直し、コミュニケーションを密にする大切さを再認識したと思い

ます。受審当日には、練習の成果もあって各部署から積極的に発言をして頂きサーベイヤーへ一定のアピールができまし

た。２日間の審査を通して感じたことは、当院の医療機能が一

段と強化されていること、皆さんのチームワークが素晴らしか

ったことでした。 

 今後は各領域での指摘事項を精査し、優先順位をつけてひと

つずつ改善を図りたいと思っています。これからも現場の皆さ

んの意見を反映し、患者さん、ご家族を中心に質の高い病院づ

くりに努力して参りますので、今後ともご協力をよろしくお願

いいたします。 
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